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広報 － おおず － ２００８ ９月号

○

第32回全国育樹祭

　愛媛県では、10月25日

㈯、26日㈰に「第32回全

国育樹祭」が開催されま

す。県内各所に貼られてい

るこの大会のポスターの原

画は、新谷中学校１年の二

宮楓太さん（作成当時市立

新谷小学校５年）が描いた

「緑の中で」という作品で、

2,551点の応募の中から選ばれたものです。

　第32回全国育樹祭大会ポスターにも、ぜひご注目ください。

～二宮楓太さん（新谷中学校１年）の作品～

二
宮　

楓
太　
さ
ん

第32回全国育樹祭ポスター

育
て
よ
う
　
緑
あ
ふ
れ
る
　
日
本
の
未
来

第
32
回
　
全
国
育
樹
祭

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
循
環

　
先
人
が
植
え
た
木
々
は
世
代

を
超
え
て
育
ま
れ
、
森も

り林
と
な

っ
て
現い

ま在
へ
と
受
け
継
が
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
森
林
か
ら
、
日
々
恩
恵

を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
明み

ら

い日
へ
と
引
き
継

ぐ
森
林
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
全
国
育
樹
祭
は
、
皇
族
殿
下

の
御
臨
席
の
も
と
、
全
国
各
地

か
ら
の
参
加
を
得
て
、
皇
族
殿

下
に
よ
る
お
手
入
れ
な
ど
、
参

加
者
に
よ
る
育
樹
活
動
を
通
じ

て
、
活
力
あ
る
緑
の
造
成
気
運

を
高
め
、
次
代
へ
の
連
帯
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
県

持
ち
回
り
で
毎
年
秋
季
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
の

第
32
回
大
会
が
10
月
25
日（
土
）、

26
日（
日
）
の
両
日
に
愛
媛
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
式
典
の
内
容
な
ど
】

○
皇
族
殿
下
の
お
手
入
れ

○
参
加
者
に
よ
る
育
樹
活
動

○
緑
化
功
労
者
な
ど
の
表
彰

○
緑
の
少
年
団
活
動
発
表

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
秋
川
雅
史
氏
ほ
か
）

○
大
会
宣
言
　
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　 

第
32
回
全
国
育
樹
祭
愛
媛
県

実
行
委
員
会
（
愛
媛
県
農
林

水
産
部
　
森
林
局
林
業
政
策

課
　
全
国
育
樹
祭
室
）

　 

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５

１
８

　

協
賛
事
業

　
こ
の
育
樹
祭
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
新
谷
地
区
で
毎
年
11
月

23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
行
わ

れ
て
い
る
「
根
性
づ
く
り
神
南

山
登
山
」
が
、
今
年
は
愛
媛
県

森
林
環
境
税
の
公
募
事
業
に
よ

る
「
憩
い
の
森
づ
く
り
」
事
業

と
合
わ
せ
て
10
月
19
日（
日
）
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
登
山
は
通
常

通
り
往
復
18
㎞
で
行
わ
れ
、
ま

た
憩
い
の
森
づ
く
り
は
、
神
南

山
に
あ
る
18
年
生
の
桧
を
、
補

助
作
業
員
の
手
助
け
を
得
な
が

ら
手
の
こ
で
、
除
伐
す
る
も
の

で
す
。
参
加
申
し
込
み
の
ほ
か
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
洲
市
新
谷
公
民
館

☎
㉕
０
０
２
４

海
事
功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
海
の
日
」
の
記
念
式
典
（
四

国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局
な
ど

主
催
）
が
７
月
22
日（
火
）、
松

山
市
大
可
賀
２
丁
目
の
ア
イ
テ

ム
え
ひ
め
で
開
催
さ
れ
、
長
浜

高
等
学
校
生
徒
会
が
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
生
徒
会
で
は
、
豊
か
な
自
然

と
風
土
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

と
住
み
よ
い
快
適
な
生
活
環
境

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

長
年
に
わ
た
り
海
岸
線
な
ど
で

清
掃
を
続
け
て
お
り
、
今
回
そ

の
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

長
浜
高
等
学
校
生
徒
会
が

国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰

▲角田校長先生に笑顔で受賞の報告

▲「緑の中で」
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大洲球場で公式戦

▲河辺地域審議会のようす

地
域
審
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
今
年
度
の
地
域
審
議
会
が
、
７
月

17
日（
木
）に
大
洲
地
域
（
大
洲
市
役

所
）で
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

18
日（
金
）
肱
川
地
域
（
肱
川
公
民

館
）、
25
日（
金
）
長
浜
地
域
（
長
浜

体
育
館
）、30
日（
水
）河
辺
地
域
（
河

辺
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
審
議
会
は
、
地
元
の
公
共
的

な
団
体
の
役
職
者
や
学
識
経
験
者
な

ど
が
委
員
と
な
り
、
新
市
の
建
設
計

画
な
ど
を
審
議
す
る
も
の
で
、
市
か

ら
は
地
域
安
全
・
防
災
対
策
や
小
学

校
統
廃
合
計
画
な
ど
主
要
施
策
に
つ

い
て
の
説
明
の
ほ
か
、
財
政
状
況
や

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
対
策
状
況
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

頑
張
れ
パ
イ
レ
ー
ツ
　
〜
大
洲
球
場
で
公
式
戦
〜

　
早
朝
に
警
報
が
発
令
さ
れ
る

ほ
ど
の
大
雨
が
降
り
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
５

日（
土
）、
大
洲
市
平
野
の
大

洲
球
場
で
、「
愛
媛
マ
ン
ダ

リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
」
対
「
徳

島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
」

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芝
生
は
若
干
水
を
含
ん
で

い
た
も
の
の
、
内
野
の
土
は

早
朝
の
雨
が
う
そ
の
よ
う

に
、
綺
麗
に
な
ら
さ
れ
、
選

手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
最
高

気
温
は
32
・
１
度
。
風
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
と
て
も
暑
い

日
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
周

辺
で
は
、
今
回
も
選
手
や
フ

ァ
ン
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
よ

う
と
地
元
特
産
品
の
販
売
ブ

ー
ス
が
軒
を
連
ね
、
会
場
を

訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、
ち

ょ
う
ど
昼
時
と
あ
っ
て
お
弁

当
や
か
き
氷
、
地
元
の
特
産

品
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

　
試
合
は
、
両
チ
ー
ム
か
ら

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
る
な
ど
、

初
回
か
ら
点
の
取
り
合
い
と

な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

６
対
10
と
競
り
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
随
所
で
迫
力
の
あ▲始球式をする大洲南中学校の久保君

▲試合の様子

▲ ５回裏　２回のホームランに続き同点タイムリ
ーを放つ大津選手 ▲喜びのエコラブスイカ　当選者

る
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ー
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
試
合
の
途
中

に
は
、
愛
媛
た
い
き

農
協
や
大
洲
森
林
組

合
な
ど
市
内
の
各
団

体
や
民
間
企
業
か
ら

提
供
さ
れ
た
景
品
に

よ
る
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
試

合
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

随
所
で
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
！

▲  

すばらしい声
で国歌を斉唱
する大洲北中
の上石先生
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シリーズ防災

県
内
の
精
鋭
チ
ー
ム
が
結
集

　
県
消
防
操
法
大
会
が
７
月
27
日

（
日
）、
県
消
防
学
校
大
規
模
訓
練

場
（
松
山
市
勝
岡
町
）
で
あ
り
、

県
内
各
地
の
消
防
団
か
ら
32
チ
ー

ム
、
約
１
５
０
人
の
選
手
が
参
加

し
、
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン
プ
車
の

２
部
門
に
分
か
れ
て
操
法
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

正
確
な
動
作
が
最
大
の
勝
因

　
正
山
分
団
チ
ー
ム
（
藤
原
優
勝

さ
ん
、
西
本
雅
志
さ
ん
、
山
田
智

巳
さ
ん
、
土
居
俊
介
さ
ん
、
黒
田
貞

夫
さ
ん
）
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン

プ
操
法
は
、
チ
ー
ム
指
揮
者
の
指
示

で
、
ポ
ン
プ
設
置
場
所
か
ら
延
長
連

結
し
た
消
防
ホ
ー
ス
に
筒
先
を
結
合

し
て
放
水
し
、
標
的
を
倒
す
ま
で
の

時
間
や
動
作
の
的
確
さ
な
ど
を
競
う

も
の
で
す
。

無
駄
の
な
い
機
敏
な
動
作

　
正
山
分
団
選
手
は
、
大
会
に
向
け

昨
年
11
月
か
ら
主
に
夜
間
、
訓
練
場

所
の
正
山
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
ま
り
、
週
３
日
、
毎

回
約
２
時
間
の
訓
練
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
選
手
は
、

消
防
署
員
の
指
導
や
団
員

の
支
援
を
得
な
が
ら
、
動

作
や
発
話
の
正
確
さ
を
高

め
る
一
方
、
訓
練
の
積
み

重
ね
に
よ
り
タ
イ
ム
を
当

初
よ
り
約
15
秒
短
縮
し
、

40
秒
代
前
半
で
競
技
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
各
選
手
が

競
技
中
の
減
点
を
最
小
限

に
止
め
た
こ
と
に
加
え
、

参
加
チ
ー
ム
の
平
均
タ
イ

ム
よ
り
も
４
秒
速
い
41
・
75
秒
を

記
録
し
、
87
・
５
得
点
（
１
０
０
点

満
点
）
で
参
加
17
チ
ー
ム
中
、
最

高
得
点
を
獲
得
し
て
優
勝
し
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に

　
正
山
地
区（
肱
川
地
域
）は
現
在
、

２
２
２
世
帯
、
７
０
４
人
が
暮
ら

す
山
間
集
落
で
す
。
平
成
20
年
３

月
に
地
区
内
で
あ
っ
た
住
宅
火
災

で
も
地
元
消
防
団
員
が
駆
け
つ
け
、

現
場
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
優
勝
メ
ン
バ
ー
で
指
揮
者
を
務

め
た
藤
原
さ
ん
は
、「
地
元
の
皆
さ

ん
や
団
員
の
支
え
が
あ
っ
て
優
勝

で
き
た
。
火
事
の
時
だ
け
で
な
く
、

火
災
予
防
な
ど
の
日
頃
の
活
動
も

大
事
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
力
に

な
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
消

防
団
活
動
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

シリーズ防災
№５

県
操
法
大
会
で
優
勝

　
第
25
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
が
あ
り
、
大
洲
市
消
防

団
肱
川
方
面
隊
正

し
ょ
う

山ざ
ん

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
洲
方
面
隊
肱
北
分
団
第
１
部
が
ポ
ン

プ
車
の
部
で
15
チ
ー
ム
中
７
位
に
な
り
ま
し
た
。

大洲市
消防団

▲正山分団選手が素早く放水を開始

優勝した正山分団

10
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）は

「
公
証
週
間
」で
す
。

　
公
証
役
場
を
ご
存
知
で
す
か
。

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
、
金
銭
の
貸
借
、
不

動
産
の
売
買
・
賃
貸
、
損
害
賠

償
や
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
各

種
の
契
約
書
（
公
正
証
書
）
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書

に
は
、
判
決
書
と
同
様
に
差
押

え
や
取
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま

す
。
遺
言
書
も
公
証
役
場
で
作

成
し
て
お
く
と
、
家
庭
裁
判
所

の
検
認
と
い
う
手
続
を
受
け
る

こ
と
な
く
効
力
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
会
社
の
設
立

の
た
め
の
定
款
や
私
署
証
書
の

認
証
、
確
定
日
付
の
付
与
な
ど

の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た

め
に
は
、
公
正
証
書
を
作
成
し

た
り
、
認
証
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
い
つ
で
も

公
正
証
書
に
関
す
る
法
律
相
談

を
行
っ
て
お
り
、
相
談
は
無
料

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
松
山
合
同
公
証
役
場

　
〒
７
９
０･

０
０
０
２

　
松
山
市
二
番
町
１
―

11
―

５

　
☎
０
８
９･

９
４
１･

３
８
７
１

　
八
幡
浜
公
証
役
場

　
〒
７
９
６･

８
０
０
２

　
八
幡
浜
市
広
瀬
１
―

７
―

６

　
☎
０
８
９
４･

22･

２
０
７
０

　
旅
券
事
務
の
権
限
移
譲
（
県

か
ら
市
へ
）
に
よ
り
、
10
月
６

日（
月
）
か
ら
、
大
洲
市
役
所
本

庁
で
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の

申
請
・
受
領
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
大
洲
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、
八

幡
浜
支
局
お
よ
び
県
の
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
が

原
則
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
八
幡
浜
支
局
の
旅
券

窓
口
は
、
10
月
３
日（
金
）
で
、

閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
回
広
報
大
洲

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
役
所
市
民
課
市
民
係
　

　
☎
㉔
２
１
１
１（

内
線
１
１
０
）

10
月
６
日（
月
）か
ら

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
が

変
わ
り
ま
す
!!
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○

シリーズ長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

１
　
平
成
20
年
度
の
保
険
料
の
軽
減

　
①
　
均
等
割
の
８
・
５
割
軽
減

　
　 

　
低
所
得
世
帯
へ
の
配
慮
と
し

て
、
７
割
軽
減
に
な
っ
て
い
る

人
は
全
員
８
・
５
割
軽
減
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
決
定
通
知
書

の
「
⑦
軽
減
額
」
が
２
９
，
１

６
２
円
と
な
っ
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。

　
②
　
所
得
割
の
５
割
軽
減

　
　 

　
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

が
58
万
円
（
年
金
収
入
だ
け
な

ら
２
１
１
万
円
と
な
り
ま
す
。）

以
下
の
場
合
、
所
得
割
額
が
５

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

決
定
通
知
書
の
「
①
賦
課
の
も

と
と
な
る
所
得
金
額
」
が
58
万

円
以
下
の
人
が
対
象
で
す
。

２
　
保
険
料
支
払
方
法
の
変
更

　
国
の
政
令
改
正
に
よ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
年
金
天
引
き

か
ら
口
座
振
替
へ
支
払
方
法
の
変
更
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
① 

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
保

険
税
（
料
）
を
確
実
に
納
付
し
て

い
た
だ
い
た
人
（
過
去
２
年
間
に

大
洲
市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
領

収
書
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。）

　
② 

　
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未

満
で
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の

口
座
振
替
で
納
付
い
た
だ
け
る
人

（
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
国
民

健
康
保
険
税
（
料
）
の
納
付
状
況

な
ど
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　
ご
希
望
の
人
は
、
被
保
険
者
証
、
金

融
機
関
な
ど
の
通
帳
及
び
届
出
印
、
そ

の
ほ
か
必
要
書
類
を
持
っ
て
ま
ず
保
険

環
境
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
し
出

を
さ
れ
た
時
期
に
よ
り
、
天
引
き
を
止

め
る
年
金
支
給
月
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
得
税
な
ど
の
申
告
の
際
は
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
人
が
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
参

考
に
７
月
25
日
改
正
政
令
の
要
点
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

〈
参
考
〉「
所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
関
係

お
よ
び
留
意
点
に
つ
い
て
」（
適
用
関

係
）
か
ら

○ 

　
所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
は
、
居

住
者
が
、
各
年
に
お
い
て
、
自
己
ま

た
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
そ
の
他
の
親
族
の
負
担
と
す
べ
き

社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
支
払
っ
た
人
に
社
会
保
険

料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○ 

　
長
寿
医
療
制
度
に
お
い
て
は
、
保

険
料
が
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

そ
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
人
は
年
金

の
受
給
者
本
人
で
あ
る
た
め
、
年
金

の
受
給
者
に
社
会
保
険
料
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

○ 

　
改
正
政
令
に
よ
り
、
本
年
10
月
以

降
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
代
え

て
、
被
保
険
者
の
世
帯
主
ま
た
は
配

偶
者
の
口
座
か
ら
口
座
振
替
に
よ
り

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
社
会
保
険

料
控
除
は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

松
山
市
北
条
辻
６
番
地

（
松
山
市
役
所
北
条
支
所
２
階
）

☎
０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
３

市
役
所
保
険
環
境
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
今
回
は
、
６
月
12
日
政
府
決
定
さ
れ
た
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
制
度
の
施
行
状
況

を
検
証
し
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
目
的
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

シリー
ズ

№14

教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て

現
職
の
教
員
で
な
い
人
へ
の
お
知
ら
せ

　
教
員
免
許
更
新
制
が
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
人

で
あ
っ
て
も
、
現
在
、
学
校
や
幼
稚
園
に
お
勤
め

に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
免
許
状
更
新
講
習
を

受
講
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
免
許
状
は
失
効

し
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
満
35
歳
、
45
歳
、
55
歳
で
迎
え
る
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
に
、
更
新
講
習
を
修
了

し
な
い
と
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
将
来
、
教
員
と
し
て
お
勤
め
に
な
る
予
定
の

あ
る
人
で
、
満
35
歳
、
45
歳
、
55
歳
で
迎
え
る
年

度
末
ま
で
に
更
新
講
習
を
修
了
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
教
員
と
し
て
お
勤
め
に
な
る
ま
で
に
30
時
間

以
上
の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
人
に
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
教
員
免
許
状
は
終
生
有

効
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
更
新
講
習
は
愛
媛
大
学
を
は
じ
め
全
国
の

大
学
な
ど
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
教
員
免
許
更
新
制
の
概
要
に
つ
き
ま
し

て
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務
教
育
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（h
ttp
://eh

im
e-c.esn

et.ed
.jp
/g
im
u
/g
im
u
to
p
.

h
tm
l

）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務
教
育
課
免
許
学

事
係
（
☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
４
１

F
A
X
０
８
９
・
９
３
４
・
８
６
８
４
）
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